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要　旨
　日本語における「～ようになる」と「～てくる」は，いずれも動作・状態の推
移・変化を表し得るが，意味と用法において違いがみられる。総じていえば，「～
ようになる」は，一方の状態からそれとは異なる他方の状態へと時間をかける変
化が起こるということを表すが，「～てくる」は連続的な状態変化ということを
表す。具体的には，「～ようになる」の前には意志動詞の使用が可能であるが，
推移・変化の意味を表す「～てくる」の前にはそれができない。一方，無意志動
詞はその二形式の前に用いられるが，否定と（一部の動詞の）可能の表現が「～
ようになる」の前にしか用いられない。「～くなる／～になる」のように変化を
表す形式と，オノマトペに由来する一部の動詞は，「～てくる」の前にしか用い
られない。
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１．はじめに
　「～ようになる」と「～てくる」はいずれも動作，状態の推移・変化１）を表し
得る表現である。この二形式は別々にしてみれば，意味と用法においてそれほど
わかりにくいものではないが，双方を見比べれば，その違いを区別しにくいとこ
ろがある。このため，学習者はときに次のように誤りを引き起こしている。（下
線は筆者による。以下同じく扱う。）
⑴　？最近バスはよく遅れていて，しかもますます込んできました。（筆者収集）
⑵　？国では吸わなかったが，日本へ来てからタバコを吸ってきた。（市川，
1997：115）
　 ⑴ と ⑵ はそれぞれ中国語話者と韓国語話者による誤用文である。文中の「込
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んできました」と「吸ってきた」を「込むようになりました」と「吸うようにな
った」のように言い換えれば，自然な表現になるだろう。
　学習者が ⑴ と ⑵ のような問題を生み出したのは，その二形式が類似してお
り，もとより区別しにくいところにあると考えられる。もう一つは，これまでそ
の二形式に関する対照分析が市川（1997，2005）以外にめったになされていない
し，関係の参考書も少ないという要因があげられる。参考にできるものがないの
で，学習者は，個人の内省でその違いを捉えざるを得ないため，ときに ⑴ と ⑵
のような誤りを犯してしまう。よって，問題を解決するには，その使い分けをさ
らに詳しく分析しなければならない。本稿はそういう趣旨で「～ようになる」と
「～てくる」の意味用法を分析し，その異同を検討する。
２．二形式の意味・用法の整理
2.1.「～ようになる」
　「～ようになる」は，一方の状態からそれとは異なる他方の状態へと時間をか
ける変化が起こるということを表し，その前に意志動詞と無意志動詞２）のどち
らも用いられる（于ほか2004，市川2005，泉原2007）。次はその例にあたる。（以
下，主に「～ようになる」，「～てくる」のような形を取って分析にあたる。）
⑶　彼の子供はしだいに成長していった。匐うことを覚え，歩くことができ，
片言をしゃべるようになった。（家：52）
⑷　四五日練習すれば泳げるようになるだろう。（赵，1988：471）
　 ⑶ と ⑷ の「～ようになる」の前には，それぞれ意志動詞の「しゃべる」と無
意志的意味を表す可能動詞の「泳げる」が置かれている。ここから「～ようにな
る」は前接の動詞の類に制限がないということがわかる。
2.2.「～てくる」
　「～てくる」は，空間的・心理的移動，時間的継続，動作・状態の推移・変化
という用法に大別される。これらの用法は，意志動詞によって表現されることも
あれば，無意志動詞によって表現されることもある。しかし，本稿が考察対象と
している動作・状態の推移・変化という意味を表す場合は，次のように「～てく
る」の前に無意志動詞が続く（市川2005，泉原2007参照）。
⑸　かれは汗が出てきた。（四世：24）
⑹　記憶がこうしてよみがえってきたのだ。（家：30）
　 ⑸ と ⑹ はともに動作の変化または推移を表すものであるが，「～てくる」の
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前に「出（る）」３）と「よみがえ（る）」という無意志動詞がつく。ここからは，
変化または推移を意味する「～てくる」は前接の動詞の類にある程度の制限があ
るということがわかってくる。
３．二形式の前に意志動詞が現れる場合
　前述のように，動作・状態の推移を表すときに，「～ようになる」の前に意志
動詞がついても何も問題ないが，「～てくる」ではそれができない。よって，下
記の文には，「～ようになる」を使用してもいいが，「～てくる」は許されない。
⑺　アルバイト先のレストランで僕は伊東という同じ年のアルバイト学生と知
りあってときどき話をするようになった。（ノル：195）
⑻　たぶん彼女は僕に何かを伝えたがっているのだろうと僕は考えるようにな
った。（ノル：55）
　「～ようになる」の形は，一方の状態が時間をかけてそれとはまったく異なる
他方の状態へと変化することを表すが，その変化の前または変化開始のある時点
において，意志的動作・行為が発生しても別におかしくない。ただその意志的要
素は，時間または過程の推移に伴い，徐々に薄れてしまい，最終的にある習慣
的・状態的なものになるだけである。
　一方，「～てくる」の前に意志動詞が使用されないのは，この形式の意味機能
の制限によるところが大きいと思われる。前述のように，「～てくる」は動作，
状態の推移以外に，動作の空間的移動，動作の現在までの継続なども意味する。
後者のほうは，動詞の類には特別な制限がない。よって，意志動詞が「～てくる」
（多く「～て来る」の形になる）に前接する場合は，動作の推移ではなく，動作
の移動などを示すことになる。このような意味的傾向性があるため，動作の推移
を表す「～てくる」は，その前に意志動詞が使用されにくくなるのである。前掲
の ⑵ もその代表例にあたる。 ⑵ には「吸う」という意志動詞が出るため，その
後に「～てくる」ではなく，「～ようになる」が使われなければならない。
４．二形式の前に無意志動詞が現れる場合
　「～ようになる」の前でも「～てくる」の前でも無意志動詞（または無意志的
表現）が用いられ得るが，その間に違いがみられる。以下，それをみていく。
4.1.二形式がともに成立する場合
　「～ようになる」は，前述のように時間をかけて起こった変化を表すことで，
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その意味の重きが事態変化の結果（または開始）に置かれる。これに対して，「～
てくる」のほうは，どちらかというと，ある程度の時間幅がある事象が連続的に
変化を続けるさまを描写するもので，その意味の重きが事態発展の中間的段階で
の変化というところにある。このような違いがあるため，以下の例には二形式が
置き換えられても意味が異なる。
⑼　赤ちゃんはずいぶん活発に動くようになりました。
（グループ・ジャマシイ，2001：807）
⑽　旅の体験をとおして，世界のほかの国々がアメリカに影響を及ぼすことも
わかってきた。（リビ：9）
　 ⑼ の「～ようになる」が示しているのは，赤ちゃんが不活発な状態から活発
な状態に変わったという結果である。それを「～てくる」と置き換えれば，赤ち
ゃんの「活発に動く」という変化がその成長の途中段階で起こっている様子を，
話者がその場で，または当時の情景を回想しながら述べるということになろう。
　 ⑽ の「～てくる」は，話者がある時点でそういうことがわかったという変化
が起こること，つまり「旅の体験」という時間幅のある事象の中で，当該の事柄
への理解が徐々に深まってきたさまを述べているということを問題にするもので
ある。もしそれを「～ようになる」に言い換えれば，話者が一定の時間を経て「わ
からなかったものがわかる」という状態に達する，つまり状態変化の結果を表す
ものになる。これと同じようなことは，前掲の ⑴ にもいえる。 ⑴ に「～てくる」
を使うと，バスに乗車中に，途中のバス停で乗客が少しずつ乗り込んでくる様子
を描写することになろうが，当文において，明らかにそういうニュアンスが感じ
取れない。また，「最近」という時間的幅をもつ表現からは，混雑していない状
態から混雑している状態へと変化が起こることも読み取れる。このような諸要因
が働いているため， ⑴ には「～てくる」が使用できないのである。
4.2.二形式のどちらかが使用される場合
4.2.1.否定表現が現れるとき
　グループ・ジャマシイ（2001：807）によれば，「～ようになる」は，動詞の辞
書形（基本形）に後接した場合，不可能な状態から可能な状態に，または実現不
能な状態から実現可能な状態に変化が生じることを表すが，その否定形に後接し
た場合，実現不能な状態に変化が生じることを表す。したがって，「～ようにな
る」の前には動詞の肯定表現のほかに，次の ⑾ と ⑿ のように否定表現が出るこ
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ともある。
⑾　漢字が覚えられないようになった。（Makino and Tsutsui，1989：560）
⑿　これは水のもつ 表面張力（水が葉っぱの上で丸くなったり，コップ一杯
に入れた水が盛り上がってあふれないようになるときに働いている力）を弱
めます。（www.）
　一方，推移・変化を表す「～てくる」になると，その前に否定的表現を置いて
はならない。
　このように使い分けられるのは，その二形式の意味用法が違うからだと考えら
れる。ここまでのところですでに明らかなように，「～ようになる」は主に動作，
状態の推移・変化を表し，先行動詞の形式への制限が緩い。よって，状態変化の
意味合いが含まれる文には「～ようになる」が問題なく使える。これに対して，
「～てくる」の前には無意志動詞の否定表現が置かれにくい４）。これは，「～ない
で」という表現の前に意志動詞が多く用いられるからだと思われる（坂本
（1996：226）参照）。こういう意味用法の制限で推移・変化を表す「～てくる」
は無意志動詞の否定形式の後には用いにくい。
4.2.2.可能表現が現れるとき
　市川（2005：242）にも触れられているが，動詞の可能表現は，「～ようになる」
の前に用いられ，「～てくる」の前には用いられない５）。前掲 ⑷ のほかに，次の
⒀ もその例である。
⒀ 　少し落ちついて物が考えられるようになった頃に，離婚してくれって夫
に言ったの。（ノル：28）
　こういう違いがあるのは，可能な行為の変化が普通ある段階で連続的に起こる
とは考えにくいからである。その推移または変化は，多く無意識的状態で時間的
幅をもって発生する。よって，可能な行為は「～ようになる」という状態変遷の
意味特徴をもつ形式と共起してもまったく問題にはならないが，連続的事態変化
の発生を主に意味する「～てくる」とは共起しにくい。
　もう一ついえることだが，上の ⒀ には，「考えられない」という不可能な状態
から，これと対立する「考えられる」という可能な状態へと変わるという含意が
あるため，「～ようになる」の形が用いられることになると思われる。
4.2.3.変化を意味する表現が現れるとき
　日本語において，形容詞，形容動詞の連用形と「～なる」で構成される「～く
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なる／～になる」の表現は，それ自体が状態の変化を表すもので，「～てくる」
との共起が可能であるが，「～ようになる」とは共起しにくい。次の⒁と⒂はそ
れを物語る。
⒁　顔が急にぽうっと熱くなってきた。（家：19）
⒂　しかし，ハーマイオニーの目がまた吊り上がって険悪になってきたので，
ロンは慌ててつけ足した。（ハリ：248）
　 ⒁ の「熱くなってきた」は，「形容詞（く）＋なる」と「～てくる」が合体し
てできた表現である。 ⒂ の「険悪になってきた」は「形容動詞（に）＋なる」
と「～てくる」からなるものである。どの形にしても「～ようになる」への言い
換えは許されない。
　「～くなる／～になる」が「～ようになる」とは相容れないのは，この二形式
の合体後，「～なるようになる」のように「なる」がダブっていることになるため，
言葉の表現効果から考えれば不経済だし，不必要な言い方になるわけである。も
う一つ考えられるのは，「～ようになる」自体は変化の意味合いがすでに備わっ
ているので，それに更に変化の表現形式を付け加えることは，文字通り余計にな
る。しかし，「～てくる」は，「～ようになる」のような形式制限がないため，「～
くなる／～になる」と一緒に用いられても別に問題にはならないのである。
4.2.4.オノマトぺ由来の動詞が現れるとき
　「～ようになる」と「～てくる」に関係する用例を見比べたところ，オノマト
ペに由来する一部の動詞が現れるときに，次のようにその後に「～てくる」しか
使用できないことがある。
⒃　あー，やっと空気がぴりっとしてきた。（twitter）
⒄　彼は全身がかっとしてきて，興奮のために手がふるえ，それ以上読んでい
かれなくなって…（家：120）
　 ⒃ の「ぴりっとし（て）」と ⒄ の「かっとし（て）」はいずれもオノマトペか
ら構成される動詞の形式である。その基本形にあたる「ぴりっとする」と「かっ
とする」は，瞬間変化のニュアンスを含んでいるため，事態発展途中の変化を強
調できる「～てくる」の前に使用してもむろん可能になる。これにひきかえ，「～
ようになる」の意味合いは時間をかけた変化の結果を強調するというところに傾
くため，「かっとする」のような動詞の後には使用しにくい。
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５．おわりに
　本稿は，日本語における状態の推移・変化を表す「～ようになる」と「～てく
る」の異同を検討してみた。総じていえば，「～ようになる」は，主に一方の状
態からそれと異なるもう一方の状態へと時間をかけて変化していくことを表す
が，「～てくる」のほうは主に連続的な状態変化を表す。以下，その考察の結果
をまとめる。
状態推移を表す「～ようになる」と「～てくる」の比較
前置表現 ～ようになる ～てくる
意志動詞 ○ ×
無意志動詞 ○ ○
否定形式 ○ ×
可能形式 ○ △
変化を意味する形式 × ○
オノマトペからなる動詞 △ ○
　　　　　　（注：○＝共起可；×＝共起不可；△＝部分共起不可）
注
　１）本稿では，寺村（1984），赵（1988），申ほか（1991），森田（1994），市川（2005）
などを参考に，「～てくる」に含まれる動作の開始，発生，出現といった意味をすべ
て推移・変化の意味として一括りし，その分析を行う。
　２）本稿でいう無意志動詞は，動詞の無意志的表現，たとえば動詞の可能態，形容詞・
形容動詞の連用形からなる「～くなる／～になる」なども含む。
　３）ここの「出る」はその動作の主体が「汗」であるため，無意志動詞だと判断したの
である。
　４）意志動詞の否定形式が「～てくる」（「～て来る」）の前に用いられるが，動作の変化
ではなく，（移動）動作の状態などを表す。
　５）市川（2005：242）における，「「できる」「書ける」などの可能動詞」が「～ように
なる」で表せ，「～てくる」では表せないという指摘が，本稿の例⑷によっても裏付
けられる。しかし，インターネットで検索したところ，「操れてきた」，「読めてきた」
のような文例も見つかっている。よって，本稿は一部の動詞の可能表現が推移を意
味する「～てくる」では表せないと主張している。なお，「読めてくる」と「書けて
くる」がそれぞれ成立するまたは成立しない要因については，きわめて興味深い課
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題として，今後の考察に譲る。
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